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“ だんだんギャラリー ” の開催
- 大阪天神橋筋 3 丁目商店街での活動報告 -

1. はじめに
　本プロジェクトでは 2012 年 11 
月に大阪市住まい情報センター、12 
月に吹田市千里ニュータウンプラザ
と八幡市文化センター、2013 年 3 
月に新宿パークタワーにて展覧会を
開催した（リーフレット VOL.110
を参照 )。今回は 5 回目の展覧会「だ
んだんギャラリー」として、大阪市
北区の天神橋筋 3 丁目商店街にあ
る関西大学社会学部リサーチアトリ
エにて開催した。期間は 2013 年 5
月 13 日～ 21 日の 9 日間。展示物
として、昨年度の研究メンバーと学
生で提案をおこなった団地再編提案
模型の一部と巨大な男山団地周辺敷
地模型を通行人の目を引くようなレ
イアウトで設置した（提案の内容は
リ ー フ レ ッ ト VOL.096、097 を 参
照）。期間中は常時学生が待機し、
来場者に対してプロジェクトの紹介
や男山団地周辺の解説をおこない、
話題を広げていった。その中でも興

味を抱いてくれた人から積極的に団
地再編に対する意見をいただいた。
期間中の 5 月 14 日には「だんだん
カフェ」を 1 日限定で開催し、学生
スタッフと来場者がお茶を楽しみな
がら団地をテーマに語り合い交流を
深めた（リーフレット VOL.117）。

2. 展示目的
　今回は男山団地の再編提案の内容
について学生が模型を用いて説明を
おこない、男山団地の地域外の方か
ら客観的な意見を聞く場として企画
した。これまでの関西大学団地再編
プロジェクトでの活動を知ってもら
うと同時に提案を見た方々との意見
交換をおこなうことで、今後の提案
の参考にしたいと考えている。

3. 展示物内容
　 展 示 物 は、 入 口 付 近 に 縮 尺
1/2000 の敷地周辺模型、アトリエ
内には縮尺 1/300 の学生による再

学生提案への意見

図 3.1/2000 の敷地周辺模型

図 2. 学生による提案模型

図 1. 天神橋筋商店街と天三ギャラリーの様子
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いただいた。通路にはみ出して展示
した縮尺 1/2000 で作られた黒いア
クリル模型（敷地周辺模型）は、道
行く人々の興味を引きつけ、これま
で建築や団地に興味のなかった方々
もアトリエを覗き意見を投げかけて
くれた。その中にはエレベーター設
置にかかるコスト等の予算に対する
意見や、高齢者に対する配慮への意
見、団地住民と戸建住民の関係につ
いての意見、飲み屋街や温泉施設な
ど新しい施設設置に対する独創的な
意見などが含まれている。
　訪れる方の中には団地にあまり興
味をもたない人もおり、全く関係の
ない話から始める人もおり、提案の

内容を理解していただくのが困難な
場合もあった。また、来場者の中
には千里 NT など他の団地の再生事
例であると思う人もいたが、本プロ
ジェクトの団地再編を説明する機会
となり、改めて自分たちのプロジェ
クトを考えることにもつながった。
　今回のだんだんギャラリーは大阪
の商店街の気風に包まれながらも地
域の方々と直接意見を交換できる貴
重な場として、学生たちにとっても
非常に有意義な場となったと考えて
いる。

図 5. 足を止めていく通行人
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図 4. だんだんカフェでの意見交換風景
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図 6. 提案への意見

図 7. 広域模型での説明

編提案模型 ( 男や団地 A 地区）を
展示した。また、男山団地再編の
概要を説明したパネル４枚と提案
内容のパネル 2 枚、そしてアトリ
エ前の通路上に、本プロジェクト
にて作成した団地再編叢書の閲覧
コーナー（展示机）を配置した。
なおこの机と縮尺１/2000 の敷地
周辺模型は、商店街の他の店舗と
同様に商店街のルールに従い、通
路に少しせり出す配置とした。

4. 展覧会を終えて
　結果として、期間中には、約
500 人もの来場者があり、商店街
を訪れた多くの方々に展示を見て

図 8. 具体的な計画の流れについての解説

本展覧会は、団地再編プロジェクトの学内推
進研究者、特任研究員、PD、協力メンバー、
準研究員（関西大学大学院生）で実施した。
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